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1．はじめに

私たちの 身の周 りの あらゆるもの に は色があ る．建築に お

い て配色は そ の イメ
ージ を決定す る大きな要素となる．配 色

謝画 の べ 一
ス には色彩調和論がある．古くから様々 な説が提

唱されて きた色彩調和論ぽ 今日で も譏論が続い てい る色彩

学の重要なテ
ー

マ とい える
O．色彩調和論を概観する と，共

通 した考え方 として ， 色の ある属陛 （色相 ， 彩度 ， 明度　ト

ー
ン など）を揃えた配色は調下「す るとい う考え方がある，こ

の こ とか ら，色彩調和成立の 条件とは，色彩洲可ら力功 特徴

を共有するこ とで はない か と考え た．著者らは先行研究 にお

い て 「光源の 色」に着
．
目した

Z．照明された表面の 色は 光源

の 色に応じて色がシ フ トする．したがっ て，同じ光源で照明

され た表面色を あ る色集合とする と
，

そ の 集合に属す る色は

光源の色によっ て付加された特徴を共有してい るこ とになる．

っ まり，こ の集合内の 色で 構成された配色は調和しやすくな

る と推測され る．また，光源の 色に よ る特徴づ けは調和感以

外の配色の町喙にも影響を与えると考えられる．本研究で は

照明光源の 色を系統的に変化させ，色集合の 心理 印象に対し

て 与える影響を報告する．また，実験で得られたデータ を基

に， 色集合の イメ
ー

ジ研 「」用 した配色 シス テム を提案し，建

築空間鱒 己色に応用する可能陸を検討する．

配色，16色配色ともに色票σ酒己歹レミタ
ー

ン 1烙 10パ タ
ー

ン を

用意 した．照明光源は色塵図上か ら系続的に選択された有彩

色 15　wahe ，　 PUTple，　 R的，　 Yellow，　Greenの 5色相につ い

て鰹 「度が 3段階）とWhiteの計 16種類で ある、宅鞴 オ調

和感，嗜a？Mk，活動注 力量陸，温令感につ い て整数｛9q−lO
へ＋ 10）で評価する。

2．2　実騨 課 と分析
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2．実験 1

2．1 実験概要

実験 1 で は 照明光源の色 に よっ て特徴づけられた色集合

に よ る配色の 心殫 喙 につ い て の評価実験を行っ た．色票 と

ス クリ
ー

ン は個別に照明されて お り，被験者に は奥に設置さ

れた色票が自色の ス クリ
ー

ンの 小窓に貼りつ い てい るように

見える．色票がどの 色の 光源で 照明されて い る力馗接的 に は

分からない 被験者は徳擦窓か らス クリーン 上の 配色を観察

し，その E喙 を評価する．印象評価に用い た評価項目に ぽ

色彩の・L理 評価にお い て拍出され る主な因子 で ある諦 「感，

嗜好臨 活動陀 力量庄 濡冷感碯 尺した
3）．ス ク リ

ーン

照明にはWhtteを使用し，提示刺激上の 照度は中央で 400ix，
ス クリ

ー
ン 上の 照度は 5501xで固定した．提示牽1嫐 で ある 9色

→ ← Green −一一　White

Low 　　 MiddLe　　 High

　　　 図 1 実験 1結果（被験者平均1

　各評価項目におい て， 光源の 色による特徴づ けの 効果が見

られた．9色配色と 16色配色における特徴づ けの効剰 こは同

様なll賄 が 見られた．有彩色光源 の 特徴づ けによっ て講和感 ，

嗜好陸ともに White よりも増加した．活動陸と温冷1繍 敷

づけの 効果は色相に依存し，Red，　 Yellowに よ る特徴づけに

よっ て活動1生と温冷感は White よ りも増加し
，
　 Blueで は低下

した．力量卜生は特徴づけによっ て ソフ トな印象になる傾向が

あっ た．調禾「感と嗜好性，活動1生と温冷感に強い 正 の 相関が

見られた．力量性と活動性に 祉 聯 襁 い 正 の 相関が 見られ

た，その ため，16色配色にっ い ての 調杣嵐 力量1生 温冷感

の 被曁賭 平均の 実験結果を図 1に示す．
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3．実験 2

3．1 実験概要

　実験 2 で はワ ンル
ー

ム を想定した OG 画像において，光源

の色で特徴づ けられた色集合を家具の配色に適用 し，室内の

E「矇評価実験を行 っ た．評価項目は実験 1 と同様に調和感，

嗜好1生 活動注 力量怯 温冷感 の 5 項 目で ある．モ ニ タ
ー

に多くの色を再現す るために実験 1 に おける光源 の 飽和度

Low，　Middヒ の条件を対象とした．実験茎は暗室とし，19イ

ンチの液晶モ ニ タ
ー

を刺激 の提示に使用した．部屋には，床

がフ ロ
ー

リン グで家具の 足なども木製の WWh 部屋とグレ
ー

の カーペ
ッ トで家具の 足なども無彩色で ある Achomatic部屋

の 2 灘 弍ある，配色は 110パ ターン あり，家具の 色が変化

する部分は 11箇所であ る．宅勲 ま各評価項 目に つ い て整

数値（−10へ＋ 10）で評価する．

3 ．2　実験結果と分析
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　　　　　　図2 実験 2結果傍黼 平均｝

　各評価項目におい て，光源の 色による特徴 づ けの 効果が見

られた 粫 ω 部屋 と Achiumatic部屋における特看敷づ けの 効

果に は同様な傾向が見られた．Ye皿ow ，　 R鴫 Green（喝 徴づ

けに よっ て調和感，嗜好睦ともに Whiteよりも増加した，　 R α 1，

Yellow，　 Greenの特徴づけによっ て活動哇と温冷感は Whhe よ

りも低下した．力量陸と温冷感に対する特徴づけの効果は色

相に依存し，Rα1，　 Ye皿ow の 特徴づけによっ て ソフ トで温か

い ， B  e，
　Purpleの 特徴づ けによっ てハ

ー
ドで冷たい とい う

E喙 になっ た．調和感と嗜好肱 活動性と温冷感｝こ強い 正 の

相関が見 られた，その ため，調和感，力量1生 温 剋、　 。

者平均の 実験結果を図 2 に示す．

4　配色シス テム へ の応用

41 色彩心蟶 背汐）言殳定

照明光源の 色による特徴づけの 効果の 匚「濛相関で ぽ 実験

1，実験 2 ともに諦 匚感 と嗜好陀 活動 生と温冷感 こ高レ・正 の

相関が見られた．こ の それぞれを 1 つ の 尺度にまとめるこ と

が可能 と考え，調和感と温冷感を採用 した，これに力量性を

加えて，色彩 L理 空間の 3軸とするt 色彩L理 空間内に実験2

の 特徴づけの効果をプロ ッ トしたもの が図 3 で ある，実験 1

と実験 2 で は調称感 と力量 1生における特徴づ けの効果が大き

く異なる．これね配色対象で ある家具の 影響を受けたためと

考えられ 実験 1 で得られた特徴づ けの効果を室内の 家具の

配色に単純に適用で きない ，配色対象ごとに色彩藤理空間に

おける特徴づ けの 効果が変化するため ， その 特陛を知る必 要

がある．こ の 特陸とは対象物と色 の 適合陸が関連する可能 性

がある．建築空間にはある程度限定された色の適合性を必 要

としたため配猷 像 の 影響が大きくなっ たの か もしれない ．

逆に， 色の 適合「生の 筵囲が広い 酉融
．
像 で あ餌弍 実験 1 の

特徴づけの 効果が直接的に反映され る可能陸がある，

　本研究を応用 した配色シ ス テ ム を実現するためには 刻象

物の 特性と配色の 複台的な心壌 娚 こつ い て も検討を進める

必要がある．
　 　 　 　 　 　 　 調 和慈

［記号 の 例］

LB →

飽和度 Low

色 BIue

図 3 色彩L瀰 敬実験 2）

5，結論

照明光源 の 色に よっ て特徴づけられた色集合の 印象を系統

的に調査 し，特徴づ けは心理印象に影響を与えるこ とがわか

っ た．室内の CG 画像におい て，光源の色で特敞づけられた

色を家具の 配色に適用し， 室内の 町臨 輯襾実験を行い
， 配色

の 心理評価と室内配色 の心理言平価との 関係を調 べ た．調和感

温冷感 力量駐を 3 軸とする色彩己理空間を設定し，光源の

色によっ て特劇寸けられた色集合を利用した配色シ ス テ ム を

考察した．
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